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民俗博物館だより V0130

【フィールドノート】

1 はじめに
き じ Jるしぬ

木地とは漆塗りの士台となる木で作られた素地
まげものひきもの

のことで、原木の加工方法によって「挽物」「曲物」
いたもの くりもの

「板物」「判物」などの種類があり、これは職種の
きじや

区分とも関係する。広い意味での木地屋はこのよ

うな木工製品を作る木地業をさし、これには轆轤

師・杓子師・挽物師・塗物師などの区別があった。

このうち本稿で扱う木地屋(狭い意味での)とは、

ロクロを回転させて木を削り、椀や盆など円形の
ろくろし

挽物木地を製作する職人で、轆轤師と呼ぱれた

人々のことである。

木地屋は、材料である原木を求め、集団で「小

屋がけ」しながら広範囲に移動をくり返しつつ全

国の山々を移動した。そのため江戸時代に入ると

N03・4合併号

た。 1483年(文明15)の『大乗院寺社雑事記』にも、
し女かみかど ぬ

奈良中御門の塗師(漆を塗る職人)が吉野から木

地を取り寄せたことが記されている 0

上北山村や十津川村、野迫川村には木地屋の墓

があるといい、キジヤヤシキ、キジゴヤダニ、キ

ジヤタニなど吉野には今も木地屋の居住を示す地

名が残る。下市などの町場をはじめ吉野各地の寺
かこちょう

院の過去帳には木地屋、あるいは杓子屋の名が見

える。「氏子狩帳」にも多くの木地屋、杓子屋が登
たかはら

録される一方、川上村高原や大塔村篠原は、「氏子

狩」による一元化に抗して独自の由緒を伝えた定

住型の木地屋(杓子屋)集落としても有名である②。

一方で吉野地方は良質の漆が採れることでも知ら

れている。木地は吉野山や市場町である下市に卸
よしのぬり

され、ここで吉野塗といわれる漆器が盛んに生産

されていたのである。

当館には、①西吉野村十日市の涌本正良氏、②吉

野町宮滝の辻本順三氏、③吉野町山口の松原満氏の

3氏が生前に使用していたロクロやロクロカンナ

といった木地製作用具及び椀などの半製品や完成

品が寄贈されており、これらは1983年3月に「吉野

の山村生産・生活用具」の一部として有形民俗文化

財の県指定を受けている③。その後、1988年と2003

年には辻本順三氏使用のロクロ、マエイタ、ノコキ

り、セン、ロクロカンナ類などを寄贈いただいた。

さらに今年2004年1月には、④吉野町山口の松

本寅太郎氏からも新たにロクロ、フイゴ、ロクロ

カンナ類などの寄贈を受けた。松本氏は現在、県

内における最後の木地屋経験者であろうと思われ、

戦後しばらくまでロクロを回しておられたという。

昨年(2003年)の 7月よりはじめて吉野をフィ

ルドに調査を行うこととなった筆者にとっては、

このような経験者から直接お話をうかがう機会に

恵まれたことは大変貴重な体験であった。

本稿では「吉野の山村生産・生活用具」コレク

ション化事業の一環として、これら木地屋(轆轤

師)の民具の来歴を調査するなかで得られた聞き

書きを紹介していきたいと思う。ただし松本氏を

除く県内の木地屋経験者のほとんどはすでに故人

であるため、おもに周囲の方々への聞き取りゃ先

学の成果を参老に稿をすすめていきたい締。特に

②辻本順三氏への聞き取りは浦西勉氏の調査ノー

トによるものである矧。

9 冒冒

2 事例報告

①涌本正良氏(1895~1960)は戦前の昭和17年

( 1 )

吉野における木地屋の終嘉をめぐって

森本仙介

.

中世の轆轤師(「七十一番職人歌合」群書類従28)
僧形の轆轤師と手挽轆轤が描かれている。助手が轆轤の軸に巻かれ
た紐の両端を交互に引っ張って回転を与え、軸の端に取り付けられ
た材を轆轤師がカンナで削る。

山間に散在する木地屋を組織的に把握し、統制す
うじこがり

る「氏子狩」(氏子駈)と呼ばれる制度があらわれ

る。戸籍登録された職人には身分証が発行され、

「由緒」正しい木地屋として自由に全国を移動、山

の木を伐採できる保証が与えられたのである。そ
おぐら

の中心となったのが近江愛智郡小椋庄(現在の滋

賀県愛知郡永源寺町)の筒井八幡宮(君ケ畑)と

高松御所(蛭谷)の二つで、お互いに勢力を競い

つつ木地屋の全国支配を拡大していった。明治以

降は、国家の近代化政策によって木地屋は定住を

余儀なくされるに至り、その起源一由緒に
きしゅ1〕ゆうりたノし

貴種流雜譚をいただいた、「漂泊の山民」(橋本鉄

男)としての木地屋の性格は終りを告げた。
どろが力 しのはら

天川村洞川の柄杓(曲物)や大塔村篠原の坪杓

子(制物の杓子)などが知られているように、豊

富な木材資源を有する奈良県南部の吉野地方もは

やくからこのような人々の格好の活躍の場であっ
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頃まで家の裏の小屋で足踏ロクロを挽いていた。

父竹蔵氏は十日市で桶屋を営んでおり、正良氏は

最初、野迫川村や大塔村方面へ木地を習いに行っ

たという。昭和9年に十日市へ帰って来るまでは
ひ力わせむねひ

宗桧村桧川迫(現在の西吉野村桧川迫)の山小屋

で木地屋をやっていたが、作業は数人で行ってい
なが

たらしい。師匠は紀州那賀郡細野村出身の西岡氏

というから⑥、西岡氏が吉野で小屋がけしていた

時に弟子入りしたものであろう。戦後は方々へ小

間物を担いで売り歩く商売をされていたという⑦。

②辻本順三氏(1909~1999)は、奈良県内にお

いて最後まで木地を挽いていた職人で、新聞やテ

レビなどでもたびたび紹介されている。辻本氏も

昭和初期、細野村中畑(現在の那賀郡桃山町中畑)

出身の榎本幸四郎氏(1882~1967)から技術を学
けぱら

んだとされる。榎本氏は毛原で木地を習い、野迫

川村や十津川村、大塔村、吉野町など吉野郡各地

で小屋がけをしながら木地を作り、これを漆器の
ろキ

H本三大産地のーつである紀州の黒江(現在の和

歌山県海南市黒江)に送っていた。
みゃたきな、ら、

辻本氏は、榎本氏が吉野町楢井の宮の上(宮滝

とも)で小屋がけをしていた時に弟子入りしたが、

この時はまだ高等小学校を卒業したは'かりであっ

た。周辺の村からも10人近くが弟子入りしたとい

い、紀州から来た的場国勝氏や松原氏なども榎本

氏に従っていたという⑧。それから数年問は榎本

氏について各地を移動した。海南の中学校裏の船

屋で2年問仕事をしたこともある。 3、 4年で口

クロで木地を挽け、フイゴなどを使って自分で口

クロカンナ類も作ることもできて一人前となった。

昭和初期、父親が亡くなったので吉野町宮滝の実

家に戻り、木地屋を続けた。当時宮滝には数軒の

木地屋がおり、吉野町の周辺を含めて40人以上が

椀木地作りの作業に従事していたという剛。
かんばつざい

木地の主な材料にはヒノキの間伐材を使う。当

時は椀木地を黒江に出荷していたが、昭和40年代

以降は民芸品のトックリなども作った。雛人形の

コケシを黒江に送ったこともあるという。このほ

かハズサ、クリ、マツ、トチ、シイなども木地の

材料になった。榎本氏は亡くなる 5年ほど前まで

足踏ロクロを回しておられたということである。

③松原満氏(1912~1999)は吉野町山口で戦前

まで木地を挽いていた。満氏は木地屋であった父

満助氏のもとで仕事を習ったという。満助氏は紀

州細野村出身で、20代前半で結婚してすぐ、三男

であったので実家から出て、木地の仕事を求めて
む ナ・

各地を転々とした。山口の前は大淀町の六田で仕
南わVだ仁

事をしていたという⑩。大正期には黒滝村粟飯谷

で阪村氏に招かれて働いていたらしい。昭和に入

る頃には、吉野町宮滝に来ていた榎本幸四郎氏に

V01.30 N03・4合併号

イ疋っていたという⑪。

さて、松原氏の仕事場には戦前、同じ山口の松

本寅太郎氏が手伝いに来ていたということを満氏

の奥さんのキクヱ氏からお聞きした。幸い松本氏

は今も御健在で、最近まで吉野町の木工教室で指

導をしておられたという。現在、木地屋としては

県内唯一の経験者であろう。

④松本寅太郎氏(1916~)は吉野町山口の生ま

れ。 5人兄弟の長男で、19~23才まで松原満助氏

に弟子入りしていたという。松原氏の作業場には

3、 4台の足踏ロクロがあり、満氏の弟も一緒に

仕事をやっていた。満氏の従兄弟も小切りとマル

メの仕事をしていたが、戦前にはもう電車の運転

手に転職していた。満氏自身も戦後は役場に勤め、

木地をやめてしまった。松原満助氏のところには

4、 5 人が次々と弟子入りしたが、ロクロで木地

を挽けるようになるのは難しく、最後まで残った

のは松本氏だけだったという。松本氏は独立して

からは自宅近くの仕事場で作業をした。妻がマル

メ師の仕事を担当していた。

椀類は上市駅から紀州黒江村船尾の小椋泰三氏

に送っていた。製品は主に本膳や仏具の椀などで、

茶たくや盆などを作ったこともある。戦後の 1、

2年の一番景気のいい時期にはよく売れて忙しか

つた。その頃は大工の3、 4倍も稼いだ。その後、

プラスチック製品ができて木地の椀は急速に売れ

なくなった。昭和20年代半ばには木地を挽くのを

やめて、 5、 6年割箸を製造していた時期もあっ

た。その後は水道設備の仕事をはじめた。

椀の材料はほとんどがヒノキの若い間伐材であ

つた。製品を作る場合にはフシの無い部分を細か

く小切るので、曲がりくねった悪い木でも大丈夫

で、こういう木の方が木地屋にとってはむしろ安

くて良かった。椀木地には主に若い間伐材を使っ

た。太い木は原料費が高くつくのでわりにあわな

い。黒江は輪島のような高級漆器の産地ではなく、

大衆品を多く作った場所なのである。

原木は山主から近くの山で買って伐採する。山

からの切り出しは自分ですることもあるが、多く
やまし

は山師(仕事師)に依頼した。間引きする木を選
こくいノし

んで刻印を付け、これを山師が切り出すのである。
たけゆみ

作業小屋へ持ち込まれた原木を竹弓のついたノコ
たまきぎこ

ギリで椀の厚さに小切り(玉切り)、マルメ師が製

品の型にあわせてチョンナで一定の大きさにアラ

キドリ(荒木取り)し、センで椀の型に押し切っ

てマルメ(丸め)た。乾燥した材ではロクロでう

まく削れないので、このマルメ(アラガタ)を水

に浸けておき軟らかくしてから、カンナマエ(鉋

前)がロクロに挽いた卿。

高級な製品にはサクラやハズサをはじめとして、

民俗卜草物館だより

( 2 )



民俗博物館だより V0130

ケヤキなどの硬い材を使うこともあるが松本氏は

あまり扱ったことがないという。ハズサなどは川

上村の奥山に入らなければなかなかないもので、

これらの特殊な木を扱える山師がいて、頼んでお

くと調達してきてくれた。

ロクロの動力はモーター(動力式)より人力

(足踏式)の方が微妙な調整ができるのでよい。ロ

クロをはじめ、ロクロカンナ類などの道具も自分

で作成した。ロクロを作ったのは20代の頃であっ

た。ロクロは寸法が変化しにくいケヤキ材で作っ

た。またカンナの刃に使う上等のイトハガネやム

シハガネあるいはフイゴやカナトコなどは大阪で

N03 ・4合併号

た。国勝氏の養子米楠氏(1908~1993)も昭和30年

頃までは足踏ロクロで木地を挽いていたという⑮。

米楠氏は紀州黒江の出身だというから、取引先の

縁で的場家に入られたのかもしれない。

⑦阪村徳次郎氏(1869~1921)は明治20年頃に

黒滝村粟飯谷に移り住み、阪村勘六氏の娘と結婚

して阪村家に入った。紀州の細野村峰(現在の那

賀郡桃山町峰)出身で、本人は木地屋(職人)で

はなかったが、勘六氏の死後、紀州から職人を招

いて粟飯谷で椀木地を作らせていた。阪村氏のも

とには同じく細野村峰出身の平谷佐吉・徳太郎親

子などが働いていたという。

岸田定雄によれば、松原氏や平谷氏など、一時

は粟飯谷には阪村氏の招いた職人が紀州から10人

も来ており、彼らは吉野の各村(宗桧村や中荘村

など)へと拡がって仕事をしていたが、その出身

地は紀州那賀郡の細野村と毛原であったという⑯。

徳次郎氏はかなり手広く商売を営んでいたよう

で、郷里より家族を粟飯谷に呼び寄せていた。ま
しょうせVじ

た、村内の世話にも熱心で、粟飯谷の正西寺には
しょくだい

徳次郎氏が製作、寄付した燭台が残っているとい

う。死後、子息、の徹氏(1904~1982)があとをつ

いだが、大正末期には粟飯谷での商売をたたんで、

宗桧村平尾(現在の西吉野村平尾)に転出した。

この時分まではまだほそぼそと木地業を営んでい

たようで、長女の加代氏が物心つくかつかないか

の頃、自宅近くの作業小屋に2人の職人が来て足

踏ロクロを回していた記憶があるという。この後、

すぐに五條市に移転、しばらくしてから割箸を作

りはじめた。
きり

また、割箸を作りはじめる前、五條で錐の柄を

荒削りして的場国勝氏に送っていたらしい。錐の

柄の荒削りは粟飯谷では内職として多くの家で行

われていた。阪村家との関係は未詳であるが、国

勝氏の弟は粟飯谷で木地、後には箸を作っていた

とし、うⅡの。

松本寅太郎氏寄贈のロクロ、フイゴ、カナトコ

購入した⑬。特にイトハガネはこまかい(刃の薄

い)道具を作るのに適している。上等のハガネは

ネバくて、刃のキレがよい。硬い木材の加工には

よく切れる刃物が必要になる。また仕上げ用の口

クロカンナであるマエビキには上等のハガネを使
かんなくず

う。薄い鉋屑を出すにはキレがよくないとだめだ

からである。

戦前の昭和10年代、周辺には10軒ほどの木地屋

がおり、和歌山出身者がほとんどであった。夫婦

や親子で木地屋を営んでいる場合が多かった。暖

かい気候の和歌山方面のヒノキは柔らかく、粘り

がない。それに比べ吉野産のヒノキは良質である

と松本氏は話されていた。最後までロクロを回し

ていた宮滝の辻本氏のほか、戦前は峰寺の倉本氏、

楢井の的場氏などが木地屋をやっていた。的場氏

などは職人を 2、 3人やとっていたようである。
そきほ

⑤倉本幸治氏(1898~1978)は西吉野村北曽木

の出身で、家庭を持つまでは吉野の山々を点々と

して木地屋の仕事をした。大塔村坂本で結婚し、

吉野町峰寺へ居を構えてからも、自宅で妻に手伝

つてもらい木地を足踏ロクロで挽いていた。製品

は和歌山へ出荷していたらしい。戦後まもなくし

て妻が亡くなってからは、山口の松本氏のところ

で少しの間だけ働いていたという 0

⑥的場国勝氏(1882~1976)は和歌山出身で、

大正末期には吉野町宮滝で榎本氏に従っており、

ここには地元出身の若い辻本順三氏も加わってい
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3 おわりに

以上、①~⑦の事例からも明らかのように、明

冶以降に活躍した吉野の木地屋は、そのほとんど

が和歌山県の美里町や桃山町周辺から移住してき

た、あるいは彼らから技術を習得した職人であっ

た。
まくに さ心か力

紀州那賀郡の毛原や細野村、真国村、猿川村

(国吉村)など、現在の和歌山県海草郡美里町、那

賀郡桃山町一帯は、黒江から高野街道沿いに内陸

へ入った山間部で、黒江へ椀木地を供給するため

近代以降に急速に発展した地域である。ここには

大正末の最盛期には100軒もの木地屋があったとい

うが、明治初期、黒江で椀木地業を営んでいた

.
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奈良県・和歌山県内木地屋の活動地域

ーー、、

和歌山市

岩出町

ひびきぷんしち

日延女七という者が従来の材料に替えて豊富にあ
るヒノキ材に着目し、美里町周辺に作業場を設け

て多くの職工を常住させ、木地のアラガタ(マル

メ木地)を黒江に送る体制をつくったのがそのは

じまりであると伝えられている。文七は職工たち

を現地に派遣し、原木を買収して移動、木地の製

作にあたらせた。彼らは猿川村、真国村方面から

高野山下、大和の大塔村坂本、野迫川村今井、天

川村洞川方面から十津川筋へ進出、伊賀の国境付

近へと及び、吉野町上市から桜井近辺を最後に明

治31年頃引き揚げてきたという⑱。

林宏によれば、野迫川村の谷々には木地屋に関

する伝承やi己憶が色濃く残っており、明治から大
ともぶち

正期にかけて紀州那賀郡の毛原や猿川村、鞆渕村

から来ていた木地屋たちがヨ己憶されていた。紀州

側との国境を走る龍神街道沿いに位置する笹ノ茶

屋は大正8、 9年頃までこれら谷々の木地製品を

集荷する中心地で、ここから木地が紀州黒江に運

ばれていたらしい。木地屋はハズサのある所を回

り,云し、てし、たとし、う⑲。
くちよかみおろ

ハズサ(ノソレサ)とは、巫女が神降しゃ口寄せ
あずさゆみ

のために使用する招霊具として有名な梓弓で知ら

れる、いわゆるアズサの木のことであろう。正式

な和名をヨグソミネバリ、またはミズメという。

カバノキ科カバノキ属の落葉広葉樹で、葉や樹皮

がサクラに似ているため、紀伊半島の木地屋の問

では「花の咲かないサクラ」といわれた。和歌山

県の龍神村、奈良県の十津川村や野迫川村、大塔

村などの山奥に多く、木地屋たちはこの木がある

場所に小屋がけして作業を行ったという。

ハズサは緻密で粘り強く、狂い割れしにくい材

質のため、木地にすると質のいい製品になった。

そのうえヒノキやクリなどよりも道具切れも良い

という'か。後年、黒江に送る椀木地はそのほとん

どがヒノキ材になったが、かつてはこのハズサ材

の木地はジョウモン(上物)とされ、ヒノキより

イ>
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大塔村

天川村

川上村

良いものができた。「ハズサのワりハ(割破・割端)」
たてきじ

といい、竪ボ地に割ってシンを除いて製品を作っ

たという。同じ竪木地でもヒノキ材の場合はシン

モチといってこれより質が落ちる。また、トチの

木はハズサよりさらにジョウモンで、ヨコモン
よこきじ

(横物)といって横木地に加工したらしい卿。シン

モチの製品は中心から周辺にかけて亀裂が生じゃ

すい。針葉樹であるヒノキ材の竪木地をシンを除

かずに挽くことは美里町周辺の木地屋の特徴であ

つた⑳。さらにこれをカンナ切れが良くなるよう

に、あえて生のままで、あるいは十分に湿らせて挽

くこと卿で大量生産が可能となったのである。

ところで、サキヤマ師が原木を山から伐採して

くる以前、木地屋たちは立木を買った山に小屋が

けして伐採からマルメまでの作業を行い、これを

自宅の作業場にまで運んでロクロで挽いたという。

さらに古い時代には、紀伊半島の山深くに集団で

小屋がけしながら移動していたことが知られてい

る。定住化がすすむにつれ、自宅での作業の比重

が増していったことがわかる。紀伊半島、なかで

も吉野地方には谷底から山の頂にいたるまでスキ

やヒノキの人工林がびっしりと広がっている。ハ

十津川村

上北山村

下北山村

、.

＼
)

中世の巫女(『建保歌合」日本庶民生活史料集成30)

杣悲"して託宣(淺法占)左行う、老いた梓巫女の姿が肌かれている、梓弓は

共乢台の役割をはたす桶の11!1物の士.に1酷かれお"、弓の弦を棒で打ち鳴らすこ

とで白らの守'波杣{,數去〕を励来する。台は高坏や箱、双六鞭、囲芸鷲の場合

もあ0た。前の折敷には神継として幤帛がそなえられていのるがわかる。歩き

巫女とよぱれた彼女たちの多くもまた、木地擢と同じく冬地を遍歴した「職能

民」であ0た
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民俗博物館だより

ズサのような山奥に生える天然材ではなく、住居

地近くにまで植林されたヒノキの間伐材による木

地生産が、彼らの定住を加速させたといえるかも

しれない。
よしのりんぎょう み0しょく

吉野林業に特有の密植における最大の発明は、
かいぱ0

皆伐が済むまで多くの問伐をくりかえすことで、

スギやヒノキの間伐材を商品として毎年収入をあげ

るシステムを作り上げたところにあるとされる邸。

密植により生じる豊富な間伐材が木地屋の吉野地

方への移動を促した一因であることは想像に難く

ない。彼らの活躍した吉野町や黒滝村、西吉野村
くちよしの

は「口吉野」と呼ばれ、和歌山への吉野川水運の

発達した吉野林業の中心地域であった。

シンモチの、「細い幹でも椀を作れるタッ(縦)

挽きの木地を多用」卿した、紀州黒江における民

衆向けの漆器の大量生産が、吉野地方の安価で良

質なヒノキの間伐材による木地の需要を支えてい

たのである。それ故、戦後食生活の洋風化が急激

にすすみ、昭和30年代以降、安くて扱いやすいプ

ラスチック製品が一般家庭に広く普及、黒江でも

機械技術への完全な移行としてハードボード(木

材などの植物繊維を成型した繊維板)、さらにはプ

ラスチック製の食器が生産されるようになると、

吉野の木地屋は急速にその職を失っていく。その

ことはとりもなおさず、黒江における漆器工業の

分業システムに彼らが組み込まれていたことを意

味していたのである。

V0130 N03 ・ 4合併号

の山村」(地人書房、 1981年)。

(3)浦西勉「「吉野の山村生産用具」の県指定によせて」

(「奈良県立民俗博物館だより」 34、 1983年)

(4)岸田定雄「吉野木地屋雑記」(「近畿民具」 4、 1980年)、

「大滝ダム関係地民俗資料緊急報告書一奈良県文化財調査報告

第十四集一」(1970年)、 1上北山村文化叢書(4)上北山村

の民俗と生物」 a964年)、「大和下市史」(19認年)、『大和下

市史」続編(1973年)、「吉野町史』下(1972年)。

(5)このほか浦西氏からは多くの御教示をいただいた。浦西

勉「奈良県の漁業・諸職」『近畿の生業 2漁業・i制哉』(明玄

書房、 1981年)、特別テーマ展図録「吉野の山村と伝承文化」

[浦西勉・徳田陽子担当1(奈良県立民俗博物館、1991年)を参照。

(田「黒滝村史』(1977年)。細野村は現在の那賀郡桃山町垣

内・中畑・峰・根来窪及び海草郡美里町四郷・勝谷・円明寺。

(フ)涌本正彦氏(1936~)のお話による。

(8)岸田定雄前掲論文

(9)「伝統産業技術保存記録木工轆轤』(奈良県商工観光館、

1988年)

ao)松原キクヱ氏(1918~)のお話による。

(Ⅱ)岸田定雄前掲論文

(12)なお、榎本幸四郎氏の子息、で辻本順三氏とは兄弟弟子に

当たる榎本豊氏(1919~1997)への聞き取り(「和歌山県の諸

職一諸職関係民俗文化財調査報告書一」1991年)や豊氏の子

息、の榎本孝幸氏 a940~)のお話によれば、行程の区分や名

称は和歌山県の美里町でもほぼ同じである。

(]3)辻本順三氏はムシハガネを大阪の安堂寺町で購入されて

いた(浦西勉「木地師の椀つくりの用具一民俗資料調査抄報

⑮一」「奈良県立民俗博物館だより」 30、 1982年)。

(14)倉本清子氏(1939~)のお話による。

(15)的場明氏(1948~)のお話による。毛原は現在の海草郡

美里町毛原下・小西・毛原中・毛原宮・毛原上。

(16)「黒滝村史」(前掲)を参照。ただし、村史には誤記が見

られる。

(17)部谷加代氏(1922~)、阪村雅也氏(1934~)のお話に

よる。なお脱稿後、阪村雅也氏から足踏ロクロの寄贈を受け

たが、これは後部軸受が「削り落し式」のものである。

a8)冷水清一「海南漆器史』(1975年)、杉本壽「木地師制度

の研究」 1 q青文堂、1974年)。美里町周辺の木地屋につぃて

は、特別展図録「紀州・移動する職人たち一鍛冶・木地・炭

焼きー」[加藤幸治担当1(和歌山県立紀伊風土記の丘、2003年)

を老今旦買。

(19)林宏前掲書

(20)榎本孝幸氏のお話による。

(21)浦西勉「木地屋の事について一美里町・桃山町一」

(1971年の調査・研究ノート)による。

(22)加藤幸治氏の御教示による。末沢春一郎氏の卒業論文を

もとに橋本鉄男氏が作成した「ろくろ挽き物用材地域別一覧

表」には、紀州黒江における用材として、ケヤキ・トチ・サ

ワラ・ヒノキ・ミズメがあげられているが、ヒノキのような

「最も挽物に不適なる」針葉樹が使われている地域は全国でも

黒江以外にはあまり例がない。また、紀州龍神村ではミズメ

だけが表にあげられている(橋本鉄男「ものと人問の文化史

31 ろくろ」法政大学出版局、 1979年)。

(23)榎本孝幸氏のお話によれぱ、ロクロカンナで挽いた時に

水が飛び出るくらいマルメ木地に水分を含ませたという。

(24)藤田佳久「吉野林業地帯」(古今書院、 1998年)

(25)特別展図録『町人町・漆器の黒江』仂U藤幸治担当1 俳U

歌山県立紀伊風士記の丘、 2001年)

(26)松本氏寄贈のロクロは町営の木工教室で使用するため、

5、 6年前に足踏式を動力式に改良したものである。

当館に収蔵されている辻本順三氏や松原満氏、

松本寅太郎氏使用の計4台のロクロは明治以降に

出現した足踏式のロクロであり⑳、その多くは大

阪で製作されたものであった。また、博物館には

木地の製作過程を示す半製品や完成品も寄贈され

ているが、これは量産化や工場化がすすんだ黒江

の規格に従って挽かれていることがわかる。これ

らの民具からは中世以来の「漂泊の山民」という

ロマンティックな木地屋のイメージはあまり浮か

び上がってこない。むしろ職人たちがその技術を

脈々と伝承しつつも時代に適応していったさまが

読み取れる。当館がコレクション化をすすめてき

た吉野地方における木地屋の生産用具は、そのよ

うな職人たちの最後の姿をものがたる貴重な資料

であり、彼らの記憶が人々のあいだから完全に消

滅しつつある今こそ、さらなる調査、収集、研究

がなされねぱならない。

(1)松本俊吉「大和の木地屋資料」(「近畿民俗」 26、 1961年)、

林宏『吉野の民俗ミ討(文化出版局、 1980年)。

(2)柳田国男「央料としての伝説」『定本柳田国男集」 4

(筑摩書房、 1968年)、宮本常一「吉野西奧民俗採訪録」『日本

常民生活資料・叢書」19 (三一書房、 1973年)、藤田佳久「日本

( 5 )



【フィールドノート】

はじめに
ひきた

本稿は、奈良市疋田町の1家から収集した民具の

概要を示し、収集した民具に関する聞き取り調査を

纏めたものである*。 1家から収集した民具に牛耕

関係のものが残されていること、実際に牛耕を行っ

ていた人から聞き取りが行えたことから、特に第3

節では、1家の牛耕について概略を纏めた御。

奈良市疋田町から収集した民具につぃて一牛耕を中心にー

( 6 )

1 収集・調査の経緯

2003/Ⅱ/5 に奈良市疋田町の1家から寄贈依頼

があった。そこで、Ⅱ/6に大宮守人と横山浩子が

1家に赴いて下見調査を行った。牛耕関係の用具

が一式揃っていること、田での鯉の飼育・溜池で

の漁労習俗を示す魚桶力巧芙っていることから、奈

良盆地の農村生活を考えていく上で重要な資料で

あると判断し、寄贈を受けることにした。Ⅱ/12に

大宮守人・清須真治・岩宮隆司・中上哲也が1家

に民具の引き取りに赴き、仮工フを付けて当館の

プレハブに収納した。12/4・5 に清須真治と岩宮

隆司が民具の清掃・計測・撮影作業を行った。

その後、 2004/1/20に 1家の聞き取り調査を行

つている時に、台車軸の寄贈依頼があった。この

軸は、以前に1家から寄贈された台車(登録番号

8994・8997~9)の一部であること、牛を利用した

ミガキ砂の運搬が当該地域の特徴を示すことから、

寄贈を受けることにした。 2/7 に大宮守人と岩宮

隆司が1家に民具の引き取りに赴き、仮工フを付

けて当館の作業展示室に1蹄ぢした。 2/10に岩宮隆

司が民具の清掃・計測・撮影作業を行った。

これらの民具は、 2004/3/21・ 2 頃に作業展示

室で薫蒸をし、 2004/8頃までには収蔵庫に移動さ

せて保管する予定である。

また、これらの収集・整理作業と並行して、 寄

図表③疋田地域づ●力.験一都迂〒h" S苓、_..1.

'御";ー.フ一ψ、'、、,、<.j,、.・,L,ニ・'、;;'?,?Ξ、.':,':.、.,左tミフミみ..S、駈1
ごし".」》'、'".'ー..」.,・ーー、. f '.、、'入:ー..

1:".Lrl'::.文.、、ノ、、ノ; i二一ft、tフナ1ぜt'、之、、 1:、.、、!三毛" ia"「「、'、1・):1西一,、'

●.'、、、、'ンt才サーー角'f厶正fU岡".1..'眺IF
1Υ,、 1、、,"寺"、- t、ン"、、ミ气ア'＼、ーミ"・,,
rゞ゛、＼'、'良↑.、ηミご 1家の屋敷がある集落
」・^・ノい、1 ,゛、ユ、'ー'..."'^』ι-1.^_!
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宮隆司

贈された民具の聞き取り調査を行った。聞き取り

は、調査状況や話者などから、以下の3つに分け

られる。

①Ⅱ/5・12には、民具の下見と引き取り作業の

ついでに、民具の所有者であったB氏と妻のC氏

に軒先で簡単な聞き取りを行った咽却。②12/18・

2004/1/12は、 1家の部屋でB と Bの弟で実際に

農耕具を使っていたD氏に、民具1点ずつの写真

を見せて、「呼称・使用時期・使用しなくなった理

由・用途」を確認し、その民具にまつわる思い出

を語ってもらった(後掲の図表①「雑感」項目に

略記)。③ 1/20・2/7 は、これまで行った 4 回の

聞き取りを纏めた本稿と図表①の下書きの読み合

わせをB・Dと行い、文章表現の訂正や再確認の聞

き取りを行った。

*国土地理院1/25.000地形図「奈良」に加笹

図表②話者の略歴

仮称

A

続柄

父

長男

長男嫁

D

]898 (M31 7

~1981年(S56) 12月

1926年(T15) 2 fj~

]926年(SI) 12月~

次男

2 疋田町地域・1家の概略

奈良市疋田町は、奈良盆地の西北にある西ノ京
かえるまた 島きしの

丘陵の北東部にあり、蛙股池から秋篠川に注ぐ大

池川流域と大池川に向かって開いた小規模な谷か

らなる側山。士地は、東もしくは南に傾斜し、階

段状に開かれた砂質系の田地が多い。用水は、蛙

股池及び村池の尼池・新池・奥池を利用しており、

くみ上げて使用している箇所はない御。但し最近

生年月

1927年(S2 ) 8 上1~

享年84

革1912 TI bπ'、字父けの 1 吊j丈 モ, 1)

]923~56 (T12~S31);専業農家

]942 (S17)~55;父の補助作業・週末にDの農作業を補助

]950 (S25);生駒市北倭から 1家に嫁ぐ

1943 (S18)~51;父の農作業を補助
主体となって農作業を行う1952 (S27)~ ;

現在;奈良市農業委員会委員

略歴
では、池の

周辺の宅地

開発などに

よる悪水の

流入が問題

岩

B
C
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となっていた。

1家がある集落は、近世では旗本石河氏領の添

下郡疋田村であり、 1889年(M22)の市町村制時

には添下郡伏見村、1953年(S28)の町村合併促進

法公布時には生駒郡伏見町に編成された。疋田地

域は、明治の頃までは般若寺村(現在の奈良市般
さらし

若寺町)と並ぶ奈良晒の生産地であり、近代には

ミガキ砂用の良質の白士を産出していた御。

1家の水田は、主に疋田町西部の谷筋にあり、

地形に制約されて曲がっている。1935年(SI0)頃

には1.5~2町歩(当時の疋田町地域の水田面積は

約18町歩)を、現在では0.8町歩(現在の疋田町地

域の水田は約4町歩)を耕作している。

聞き取りを行ったB ・ Dの父Aは、 1912年(TI)

に郡山農業学校(現在の城内高校)を卒業した後、

1923~56年(T12~S31)の25~58才まで専業農家

として働いていた。 Dは、小学校を卒業した後、

1943年(S18)の16才から父の農作業を補助するよ

うになり、 1952年(S27)の25才からは、父に代わ

つて専業農家として働いた。そして、現在では、

奈良市農業委員会委員を務めている(第2選挙区

〔伏見・富雄・平城/定員 6〕)。一方、 Aは、小学

校を卒業した後、進学して教員となり、退職する

までは主に週末などに農作業を行った。

VO】30 N03 ・4合併号

西

家が飼っている牛の年令や健康状態などを調べ、

牛を買い替えそうな時期を見計らってやって来た。

また、 1家が飼っている牛の肉付きが良く、高値

で転売できることを知っている博労が、その牛を

手に入れるために、他の博労に先駆けて仔牛を売

り込みに来ることもあった。博労は、牛の中間売

買で大金を動かすことから金回りが良く、身なり

なども農民とは異なっていた。

(2)牛の管理

牛を使って農作業を行うのは男性の仕事であり、

牛を使う男性はマゴと呼ばれた。牛の世話は男女

が行い、主に早朝にやっていた。 1家では、牛の

餌をマゼ、餌を入れる桶をマゼオケと呼んでいた。

父Aは、牛の給餌に細心の注意を払わなければな

らない例えとして、「牛がマゼオケに落とした女性

のかんざしを食べて死んだ」昔話をよくしていた。

1回の食事は、マゼオケの上で6・7把(1把=稲
わら

株8個)の藁をオシギリで2~3Cmに切ったもの

に、マゼユまたはゾウズと呼ぱれる米のとぎ汁5・

6升をわかしたものをかけて与えた。通常は、こ
ふすま

れを 1日に3回与えていた。この餌に、麩(小麦を

ひいた時にできる皮屑)や米ぬかを5~10合程度

ふりかけてやると、とても喜んで食べた。士を耕

して稲作や裏作を開始する時には、体力をつけさ

せるために、裸麦(大麦の一種)を炊いてよまし

たもの(ふかしたり、つけたりして柔らかくした

もの)やみそ汁を茶碗2杯分くらい与えた。夏季

には、畦で刈り取った雑草や山の笹なども与えた。

牛は'餌図表④屋敷配置(S20以降)
を食べた後

北

1時問ぐら

3 牛耕のあり方

(1)牛の調達
みざさぎ

1家は、奈良市富雄・佐紀・山陵・西大寺に住
ぱくろう

んでいる不特定多数の博労から、主に但馬方面の

仔牛を購入していた。耕作田が1町以上だと大き

い牛の方がいいが、それより狭いと仔牛で充分で

あった。 1家では、「マルハ」と呼ばれる歯がはえ

揃った2才の仔牛を買い求め、約6才になるまで

農作業に利用しながら大事に育てた。博労に成牛

を売る時には、事前に栄養価の高い飼料を与えて、

肉付きを良くしていた。これまで大事に育ててき

た成牛が博労に連れて行かれる時は、本当に悲し

かったそうである。

博労との売買は、実際には成牛と交換した仔牛

の代金差額を受け取っていた。博労との売買交渉

は、基本的には博労と各家で行われたが、交渉が

不安な家では、近所の人の加勢などを得て2~3

時間もやり取りを行う場合があった。博労は、 1

門

(フ)

便

昂

いは反劉を

行っている

ので、その

問は、牛を

使わない作

業を行っ

た。また、

体調を窺う

ために、夜

中にウマヤ

を見てまわ
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ることもあった。うずくまって反甥をしている時

は問題ないが、立っている時は体調が悪いことを

示しているので、その時には、体をなぜてやった

り、梅酢を飲ませたりした。

牛は、 1家屋敷の南西にあるウマヤで1年中飼

育されていた咽"心,。この村では、母屋の中で牛

を飼うことはなかった。ウマヤの床に敷く藁は、

ウマヤ脇に収納されていた。藁は、約15日で取り

替えて(夏季は 2・3 印、風呂の近くにあった肥

料小屋に持っていった。

(3)牛耕の実態

当時、牛の扱い方は、親から教示されるのが通

例であり、 B ・ Dも父Aから習った。親が早世し

て牛耕の伝授がうまくいかなかった家では、牛を

扱えないために農作業をやめてしまうこともあっ

た。 Aの時には(T年問〔1912~26〕)、力が強い雄

牛を飼っていたことがあった⑥。しかし、雄牛は、

気性があらくて農作業などに従事させるには手間

がかかったので、 B ・ Dの頃には、専ら雌牛を 1

頭飼っていた。

牛は、農繁期には田起こしゃ裏作などの農作業
しもごえ

に、農閑期には町で買った下肥や山で拾った木の

運搬に使った。農繁期前の3月頃になると、牛の

体力を回復させるために、屋敷前の道路で約40kg

の石を引きずらせていた。農作業は、先ず牛を使

つて「春耕」と呼ばれる田起こしを 3度行った。

それぞれの田起こしを「ワりタ」「クレガエシ」

「タオシ」と呼んでいた。田の排水を良くして速や

かに裏作へと移行できる様に、ウネバナ(畝の両

1制の最初と最後はやや深く耕して、田起こしを

行った部分が、船床の逆の形になる様に工夫して

いた。 1日に耕せる面積は、牛では 1~15反、機

械では4反であった。その後、田に水をはり、牛

を使って「アゼコネ」と呼ばれる作業を行った。

これは、田からの漏水を防ぐために行うものであ

つた。この時によく乾燥させた田に水を入れて耕

した方が、労力が少なくてすんだ。次に、牛を使

つて「マンガカキ」と呼ぱれる作業を行った。生

駒市南田原では、水田面を平らにするためにマン

ガカキの後にイタマンガを使用したが、この地域

は砂質であったのでイタマンガは使わなかった。

田植え前になると、 1家の者だけで苗取りを行っ

た。田植えは、一家全員と伝手を頼って雇った2

~5人の総勢10人で行った。田植えを行う場所の

目印となる縄を張りながら、男女を問わず一斉に

田植えを行った(雇った人は女性が多かった)。 1

人が、 1日に 1反程度の田植えを行った。

牛耕用具を付けた時の状況を模式化したものが、

図表⑤である。
れ人げ

牛の口には、耕作中に蓮花などを食べない様に、

カゴがつけられていた。このカゴを指す特別な呼

称はなかった。カゴで隠れて見えないが、鼻には

ハナギが付けられていた。ハナギには、牛を操作

する時に使うタヅナ(オイナワ)と太めの綱が付

けられていた。この太めの綱は、ハナギに綱を結

びつけて馬屋などにつないでいる時に、牛が動い

てハナギだけに力がかからない様にするために頬

や首まわりにまわされていた。太めの綱を指す特

別な呼称はなく、ハナギと一体的なものとして認

識していた。ハナギは、よく折れたので、モロの

木(榁)を曲げて乾燥させ、作りおきしていた。

クイキは、この太い綱とクイキに付けられてい

る細い綱でつながれ、落ちない様にしてあった。

この細い綱は、クイキと一体的なものであり、特

別な呼称はなかった。牛の背中を痛めない様にク

ラシタ(ドンゴロス〔マニラ麻などで織った粗布〕)

を敷いてからクラを乗せ、クラが落ちない様に口

クスンとハラオビで牛の体に固定した。牛の腹下

に当たるハラオビは、平らになっていた。

クイキとクラは、ドウグナワと呼ぱれる 2本の

引き綱でドロビキとつながれていた。ドウグナワ

には、クラを安定させるために、シリガイと呼ぱ

れる細い綱がつけられ、ドロビキとカラスキは、

ツナギナワで結ばれた。

カラスキなどを使って農作業をしている時には、

民俗博物館だより
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図表⑤牛耕用具の呼称・装着方法

(太めの綱)クイキクラクラシタシリガイ

ハナギ

カコ

'

ノノノ

「一ーー、、、

/

ロクスン

( 8 )

ハラオビドウグナワドロビキツナギヘカカラスキ
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牛のクイキとクラの部分に力がかかる。この力の

バランスが悪いと深く耕すことが出来ない上に、

牛が早く疲れてしまう。そこで、マゴは、クイキ

に7~8分、クラに3~2分の負荷がかかる様に

ロクスンを調整していた。ロクスンは、牛耕用具

全体のバランスを取る重要な縄であった。ドウグ
ナ"

ナワは、縄絢い器を使わないで、ミコナワ(三つ

にあんだ藁;矧を用いて手で作っていた。農繁期

は、限られた日数内で作業を終了させる必要があ

つたので、ドウグナワが切れた時にすぐに作業が

再開できる様に、春先の雨天時などを利用して予

備を何本も作っておいた。麻でドウグナワを作る

と丈夫だが、濡れると固くしまってしまうので、

縄を利用していた。

そして、牛の後方にいるマゴは、ハナギに付け

られたタヅナを右手で、ドロビキに付けられた力

ラスキを左手で持つ。牛を前に進ませる時には、

「シイ」と声をかけてタヅナで牛腹の右側を軽くた

たき、止まらせる時には、「オウオウ」と言ってタ

ヅナを引いた。また、左に曲がらせる時には、「チ

ヤイチャイ」と叫んでタヅナで牛腹の右側を軽く

たたき、右に曲がらせる時には、タヅナを引くだ

けで声をかけなかった⑦。

V0130 N03 ・ 4介併ぢ

( 9 )

とがあったので、 1家では、実際に小鞍や酪を仔

牛につけて田地や屋敷前の道を歩かせてみたこと

があった。

その後、 1家では、昭和40年代の前半頃(19備

~70)まで牛耕をしていた。この地域では、一番

遅くまで牛を飼っていたと思われる。

おわりに

以上より、 1家から寄贈された民具とB・Dの

聞き取り調査が、奈良盆地北西部における牛耕の

在り方とその終爲を考察していく上で重要な資料

であることが分かる。今後は、 1家の事例を踏ま

えながら他地域の牛耕と比較検討し、奈良県内の

牛耕のあり方を明らかにしていきたい。

(4)牛耕の終馬

19弱年(S30)頃になると、村内で 1・2 台程度

ではあるが、耕耘機を購入する家がでてきた。耕

耘機を購入した人は、購入先の企業が旅費・講義

費無料で開催する卜泊2日の講習会に参加して操

作方法を習得した。 1家でも、この頃に奈良市平

松・山陵のクポタ・ヤンマーで耕耘機やトラクタ

ーを購入し、大阪府堺市と滋賀県長浜市で開催さ

れた講習会に参加した。当時は、機械の使い方を

聞ける人や、農協などの技術指導もほとんどなか

つたので、誤操作による怪我などがあった。

1960年(S35)に最初に買った13馬力の耕耘機は

約30万円、その次に19備年(S40)に買った15馬力

の耕耘機は約36万円だった。1960年頃に、成牛が

約27・8万円で売れたことがあり、耕耘機と同じぐ

らいの高値で売れたので驚いたそうである。機械

の普及によって牛耕の割合が低下していく一方で、

博労がつれてくる仔牛の質も低下していった。博

労は、きちんと調教されていない仔牛を勧めるこ

(1)以下、本稿では、寄贈者を「1家」、明治・大正・昭和

を「M ・ T ・ S」と略式表記する。

(2)奈良県北西部の牛耕について聞き取り調査をしたものと

しては、他に浦西勉「牛耕についての聞き書き一生駒市南田

原一」(「奈良県立民俗博物館だより』 56、 1989年)がある。

なお、生駒市南田原〔1家から北西約81皿〕に関する記載は、

全て本稿による。

(3)現在、蛙股池は蛙股池水郷組合(菅原・疋田町・西大

寺・青野の水利組合)が、村池は疋田町町水利組合が管理し

ている。

(4)『奈良県の地名」(平凡社、 1981年)「角川日本地名大

辞典」(角川書店、]990年)によれば、①村石は、慶長・元

禄・天保郷長ともに237.15石、②村内の家数・人数・牛数は、

「142 ・ 570 ・ 8 」(享保 5年〔1720〕)から「84 ・ 394 ・ 12」(慶

応3年〔18釘〕)に減少したが、「当村御高之割合二人数多候

二付、農業手透二男ノⅦ西屋働キ、女ハ奈ら布織稼仕候」と言

われていた、③1876年(M]5)には、戸数72・人口393・牡牛

2 ・牝牛17・人力車両 2 ・荷車 5 であった、④当地は、北河

内から傍示越えを経て郡山方画に向かう交通路に面し、馬借

の拠点があった。

(5)日中戦争後(1940年(S20〕)までは、河内の牛が農閑

期に1家屋敷前の道を通って東部山間に預けられていく光景

を見たそうである。

(6) T年問に雄牛を飼っていたのは、牛を農作業だけではな

くて、ミガキ砂を最寄りの鉄道の駅まで運ぶ時に利用してい

たからであった。また、 1家や村内で去勢した牛を飼ったこ

とはなかった。

(フ)牛を近所の家に貸すことがあった。マゴの扱いが下乎だ

と、牛が作業の途中に装具をつけたまま帰ってきたことがあ

つた。また、牛を連れて神社などに参ったことはない。菅原

利1社周辺に住人でいた親戚から、牛の参詣などを聞いたこと

もなかったそうである。

(8)奈良市疋田と生駒市南田原とでは、①屋敷内で牛を飼っ

ている場所、②ドンゴロスの使用有無、③イタマンガの使用

有無などが異なっている。 Dによれぱ、 1家がある大池川流

域から丘陵一つ隔てた富雄川流城でも母屋内で牛を飼ってい

たようである。
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